
環境経営レポート

日南精機株式会社

第37期（2021年5月～2022年4月）

2023年1月23日　作成日

2023年2月20日　改定日



１．事業活動の概要

１） 事業者及び代表者名

日南精機　株式会社　　　　代表取締役　安 達　祐 二

２） 会社設立年月

昭和６０年６月

３） 所在地

４） 環境責任者および担当者連絡先

　　  FAX　0568-75-6846

５） 事業内容

検査、試験装置及び製造設備の製造並びに金属加工
各種計測器、検査、試験装置及び製造設備の校正業務

６） 事業規模

資本金 1,000万円
売上高 810百万円【第37期】
従業員数 本社･工場　19名

組立工場   　8名
工場面積 本社･工場　　敷地：995.00㎡　建物：476.70㎡

組立工場 　　 敷地：963.48㎡　建物：546.46㎡
対象期間 2021年5月～2022年4月

７） 認証・登録範囲

認証登録範囲：日南精機株式会社　本社･工場、組立工場
　 活　　　　　　動：前記事業内容の通り

本社・工場：愛知県小牧市大字小木２４－１４
組立工場  ：愛知県小牧市大字舟津字上針田１２４１－１　

責任者　       営業部　　　中　村　将　造　
事務管理局   経理部　　　小　谷　純　子
【本社･工場】   TEL　0568-77-5244



２．環境経営方針

［環境理念］

　当社は製品の開発・評価試験および生産におけるLA化・FA化をめざすお客様のニーズに、

24時間対応で迅速かつ確実にお応えすることを経営理念として発足しました。

お客様にメカニック、電子回路、ソフトウェアの設計・製作や、検査、試験装置及び製造設備の

製造並びに金属加工、計測器・試験機のご提供、および計測機器の校正業務の受託を

通じて、お客様の環境測定・環境改善・環境管理業務遂行の一助となることを環境理念とし、

お客様の良きパートナーになれることを目標に邁進していきます。

また、事業活動において限りある資源と年々深刻化する地球環境の変化を考慮し、省資源と

環境に配慮した活動を社員一丸となって取り組みます。

［環境経営方針］

　　※お客様にご提供する製品・生産・サービスを通じて、環境配慮を推進します。

　　※環境教育等を通じて全社員の環境に対する意識向上を図り、環境保全活動に
　　　努めます。

　　※環境関連の法規、及び弊社が同意した協定を順守します。

　当社は、環境理念を具現化するために、上記の項目を除く以下の取り組み項目に

　環境目標を定め、その達成度を把握し、定期的な見直しを行い環境活動を推進します。

　　1)　事業活動に伴う省エネルギーを推進し、二酸化炭素排出の削減に努めます。

　　2)　資源を有効に利用するため、廃棄物の削減、古紙リサイクルや水資源の節水に努めます。

　　3)　化学物質の適正管理に努めます。

　　4)　不良率の改善を実施し、効率化を促進します。

改定日： 平成27年2月16日
日南精機株式会社

代表取締役



３．環境経営システムの実施体系図
作成日　　　　　2022/4/1

ＥＡ２１実施体系図

総計　　　　　　 27名

役割

事務局

責任・権限

環境方針の作成、環境管理責任者の任命、資源（人員・設備・費用等）の

準備、代表者による全体の評価と見直し、環境活動レポートの承認

経営における課題とチャンスの明確化　・　実施体制の構築

代表者に代わり環境経営システムの構築・運用・維持し、外部からの苦情の

受付と必要な対応及び結果の記録、環境活動レポートの作成

環境関連文書及び記録の素案作成・管理及び環境管理責任者の補佐

環境管理
責任者

代表者

営業部 校正部 経理部 製造部製造部

本社・工場

代表取締役

取締役

環境管理責任者

EA21事務局

経理部

組立工場



改定日
作成責任者

34期～36期
2018年5月

～2021年4月
基　準

工程内不良件数
年間60件以下（月5件以下）

事業活動の効率化
品質配慮の生産

工程内不良件数 工程内不良件数 工程内不良件数
年間60件以下（月5件以下） 年間60件以下（月5件以下） 年間60件以下（月5件以下）

注①SDS・施錠・数量管理する
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廃油

注① 化学物質使用量が少ないため、SDS・施錠・数量の管理をする。

電気使用量の二酸化炭素排出係数

注② 液化石油は使用量が少ないため、目標設定を行わない。

化学物質使用量
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中村　将造
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４．環境経営目標

項目 単位
2022年4月

～2023年4月
2021年5月

　　　～2022月4月
2023年4月
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担当部門

営業部

校正部

製造部

製造部

全部署
環境配慮の生産

古紙リサイクル

事業活動の効率化

保管場所、量の適正管理

不良、クレームの削減

不良数の把握

化学物質量の管理
SDSの収集・管理

全部署

生産性の向上

製造部 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力使用量の削減

ガソリン・軽油の効率化

水使用量の削減

産業廃棄物の削減

環境経営目標項目 取り組み内容

室内空調は夏は28℃±1℃、冬は22℃±1℃を目安にする。

全部署

エコドライブ・アイドリング防止の徹底

低燃費車への切り替え

製造部

ゴミの分別を徹底し、再利用の比率をあげる。

鉄くずの分別の徹底（資源化の促進）

コピー用紙の両面使用

漏水チェック

水場に節水ステッカーを貼りつけ節水に努める

　業務連絡に電子メールの利用など、ペーパーレスに努める
（資源化の促進）

2021年5月～2022年4月

手洗い等の節水

５．環境経営計画

昼休み、休憩の照明消灯及びパソコンは待機電力とする。

電気スイッチ付近に節電ステッカーを貼り付け節電に努める。

段ボール、梱包資源の再利用、通い箱の利用

全部署

安全運転の実施



６．環境経営目標の実績

34期～36期
2018年5月

～2021年4月

工程内不良件数
年間60件以下（月5件以下）

※電気使用量の二酸化炭素排出係数

○ 目標達成
△ 削減できたが目標未達成
×

事業活動の効率化 工程内不良件数 工程内不良件数
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化学物質の適正管理

   2021年5月～2021年6月　関西電力　0.352kg-CO2/kWh(2018年度)
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７．環境経営計画の実施・取組結果とその評価

夜間残業の削減・不要時の消灯が、 現状の取り組みを、引き続き行い、
引き続き行われている。精密機器保護の 電力消費量の削減に繋げていく。
為、高温期の夜間温度を28度に設定し、 室内の適温を各自意識し、ｴｱｺﾝの
急激な温度変化を少なくした。 温度設定に注意していく。
これらの取り組みにより、電力消費量
の削減に貢献できている。

走行距離・ｵｲﾙ交換時期の管理を行う 営業活動の効率化・社用車の管理
事で、適正にﾒﾝﾃﾅﾝｽされｶﾞｿﾘﾝの を引き続き行っていく。
消費量の削減につなげた。 また不要なｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ、急発進、急加速を
営業活動の効率化を引き続き行った。 避け、ｴｺ運転を心がける。

33～35期の平均値に基準を変更し、
4年間で1%の削減を目標とした。
水回りへの節水喚起の貼りだしを継続し
使用量の削減に取り組んだ。

ｺﾋﾟｰ用紙の裏紙使用、両面印刷済み ｺﾋﾟｰ用紙の両面使用など再利用できる
の用紙、新聞などは古紙ﾘｻｲｸﾙに出す、 物、古紙ﾘｻｲｸﾙに出す物など引き続き
梱包資材の再利用等を行い、処分量の 分別を意識します。
削減につながった。

計測器等の梱包を全て再利用する事で 梱包材の再利用を引き続き行い、
梱包材の廃棄量削減につながった。 資源化に努めます。

あまり廃油が出ない加工機に買い替え こまめに加工機の上澄み油を除去し、切
た・社内加工が例年より減った。 削水の腐敗を防ぐ様、努めます。

SDS、施錠、数量を適正に管理できま 今後も継続して適正に管理するよう努め
した。 ます。

不良品基準を見直すことにより、 不良発生の際は、原因追及・対策を
不良件数が減りました。 複数で行い、改善を進めていく事を

継続していく。

次年度の取り組みは2021年度環境経営計画を継続する。

コロナ渦により、事業活動に大きな変動があった為、環境経営目標の基準値変更

　　（本年度より、工程内不良件数以外の項目を34期～36期の平均値を基準値とし、削減を目指す）

⑤事業活動の効率化

④化学物質の適正管理

現状の取り組みを、引き続き行い、
水道使用量の削減に取り組んでいく。

ａ．購入電力使用量の削減

ｂ．ｶﾞｿﾘﾝ・軽油の効率化

②水使用量の削減

③産業廃棄物排出量の削減

ａ．一般廃棄物処分量

b．廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ処分量

c．廃油処分量

取組内容（2021年5月～2022年4月） 評価（現状） 今後の取り組み内容

①二酸化炭素排出量の削減



廃棄物の適正分別

発生廃棄物の再生利用等減量化に努める
また減量化に協力する(一般廃棄物も含む)

産業廃棄物の適正管理
　・産業廃棄物許可証の確認
　・産業廃棄物許可証の有効期限の確認
　【有効期限】

ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理(5年間保管)

管理票交付状況報告書提出（令和4年6月28日提出）
産業廃棄物処理業者の処理能力の確認(2021年4月12日)

自動車の駐停車時のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ及び
ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ、安全運転の実施

自動車は低公害車等の購入に努める

空気圧縮機で7.5KW以上(国)
空気圧縮機で3.75KW以上(愛知県)
　特定施設設置届出書の提出
　勤務時間内での作業

空気圧縮機で7.5KW以上(国)
空気圧縮機で3.75KW以上(愛知県)
　特定施設設置届出書の提出
　勤務時間内での作業

業務用ｴｱｺﾝの設置
第一種特定製品の確認
　修理・廃棄は登録業者に依頼
　3ヶ月ごとに簡易点検を行う

※違反・訴訟等の有無

 環境関連法規制等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。
また、関係各署や近隣の方々等からの指摘・苦情・訴訟はありませんでした。

県民の生活環境保全

騒音規制法 ○

該当法令

平光商店　  ⇒2024年3月16日
日英　　　　  ⇒2025年3月28日

○

遵守状況

大和ｴﾈﾙﾌ　⇒2025年1月29日

順守事項
○：適合　　×：不適合※遵守評価　2022年6月21日

廃棄物の処理及び清掃に関する法 ○

8．環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

○

ﾌﾛﾝ排出抑制法 ○

振動規制法



9．環境上の事故及び緊急事態の想定及びその対応策

電気管理会社による定期点検の実施。出火した場合は消火器で消火する。
物で消火器が隠れないよう整理整頓をする。消火器の位置確認。

指定喫煙場所以外の喫煙を禁止する。燃えやすい物を扱っているので
厳守すること。駐車場は可燃ごみや段ボールが置いてあるので禁煙

これらの廃棄物を屋外へ放置しない。適正な管理を行う。

ｵｲﾙ吸着材等を使用しｵｲﾙを拭き取る。床面が滑る可能性があるので完全に
乾くまで立ち入りを禁止する。

ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ等漏れがないか、給油時や定期的にｵｲﾙ交換をし異常を早期に
発見し漏出を未然に防ぐ。

ﾎｰｽに劣化がないか。接続がきちんとされているか確認する。以上が発生
したら速やかに電源をOFFにし騒音被害を最小限に防ぐ。

環境汚染
加工機からの

水溶性油の漏れ

土壌汚染 車輌の油漏出

火災 タバコ

騒音
空気圧縮機の

ｴｱｰ漏れ

火災
引火性の高い

廃棄物

予防内容 種別 防止策・対応策

火災 漏電



10．代表者による全体評価と見直しの結果

環境管理責任者全体評価所見

環境経営目標について、一部を除き目標を達成した項目に関しては社内一丸となっての取り組みにより

達成ができたものと思われます。

中でも、工程内不良件数の減少及び目標の達成は、社内不良発生の際に内容を精査し、

「軽度な不良（修正が不要な不具合、即座に手直し可能な不具合）」「重度な不良（再製作を行う必要な不具合）」

に分けることで生産性に影響が出るものだけを抽出。それにより件数が減少、

それに加え、各加工者達の不良削減に対する目標意識が高まった事も削減に繋がったのではないでしょうか。

変更の必要性

1 必要　・不要

2 必要　・不要

3 必要　・不要

4 必要　・不要

受注は伸びたのですが、「新型コロナウィルス感染症」の影響で半導体不足により

部品、材料の確保できず製品が完成しなかったので、売上が上がらない事が多々

あり初の赤字決算となってしまいました。

まだまだ、「新型コロナウィルス感染症」は予断を許してはくれませんが

今後も、総員参加で受注を伸ばし、売上を確保しながら、カーボンニュートラルを

目指していきます。

代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

見直し項目 指示事項等

環境経営計画

実施体制

継続して観察を行います。水使用量が昨年より増加しております。再度、社員一人一人の節水意識を持って

目標達成へ向けての取り組みの強化が必要です。

環境への取組の適切性等

全体評価・コメント

環境経営システムの有効性

環境経営方針

環境経営目標


